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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 

あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 

バックナンバー：http://www.j-sip.org/mail_news.php 

 

 

 

[[[[ ヘッドライン ]]]] 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ★★第 18 回大会（秋田大会）開催報告★★ 

 

 産学連携学会第 18 回大会（秋田大会）実行委員会からの開催報告 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 第 18 回秋田大会は、世界中で猛威を振るっている新型コロナウィルスの感 

染拡大の影響を鑑みて産学連携学会史上初めての遠隔による大会開催となった。 

このような状況においても多数の参加者を頂き 186 名の参加を持って盛大な大 

会となった。研究発表の件数は、一般講演で 80 件（うち動画を用いた口頭発 

表 44 件、紙上発表 36 件）、オーガナイズドセッション 4 セッションとなり各 

講演およびセッションにおいて活発な議論が交わされた。 

 

 本年は、本来であれば 2020 年東京オリンピックが開催される予定の年であ 

ったが、新型コロナウィルスの影響で本年度の東京オリンピック開催は見送ら 

れたものの、本学会では先駆けて議論をする機会と設定し、文理融合による「ス 

ポーツと産学連携」を統一論題とし、全大会の議論を行った。 

 

 大会初日の開会式では、大会実行委員長である倉林徹秋田大学理事による開 

会宣言につづき、木村雅和産学連携学会長・静岡大学副学長、大会長である山 

本文雄秋田大学学長の挨拶、北野允文部科学省科学技術・学術政策局産業連携・ 

地域支援課大学技術移転推進室長、大石知広経済産業省産業技術環境局大学連 



携推進室長、齊賀大昌農林水産省農林水産技術会議事務局研究推進課産学連携 

室長よりご来賓のご挨拶をいただいた。 

 

 特別講演では、北見工業大学工学部桝井文人教授から、「カーリング世界一を 

目指すトライボロジー研究と産学連携」との演題で北見工業大学を中心とした、 

冬季スポーツ研究の大学戦略と地域への貢献について講演を頂いた。また、株 

式会社北都銀行斉藤永吉取締役会長から、「北都銀行バドミントン部と秋田大学 

との産学連携」との演題で、株式会社北都銀行が実行するバドミントン部のオ 

リンピックへの挑戦および秋田大学とスポーツをキーワードとした産学連携に 

関するご講演を頂いた。 

 

 講演に引き続き、｢社会実装を意識したこれからの産学連携のありかたとは｣ 

と題するシンポジウムが行われ、パネリストとして、秋田ノーザンハピネッツ 

株式会社水野勇気代表取締役社長、株式会社かおる堂藤井明代表取締役社長、 

JR 東日本株式会社秋田支社田口義則地域活性化推進室長、北見工業大学工学部 

桝井文人教授、秋田大学教育文化学部臼木智昭准教授、コーディネーターとし 

て秋田大学産学連携推進機構島田洋一機構長が登壇し、地方都市とスポーツの 

関係性や運動という目線からの歴史ある和菓子店と機能改善食など様々な見地 

から産学連携の成果を社会実装するプロセスについて各々の立場から文理融合 

の議論を行った。 

 

 一般講演とオーガナイズドセッションは全部で 25 セッション行われた。こ 

れらも産学連携史上初めての Zoom による口頭発表開催として発表動画を用い 

た口頭発表と予稿の原稿を用い詳細を口頭で説明する紙上使用発表を複合して 

開催する形式とした。初めての開催形式にもかかわらず、座長、発表者、聴講 

者の協力を持ってスムーズに進行する事ができたことには特段の感謝を申し上 

げたい。特筆すべき事項としては、産学連携プロジェクトが 7 と、昨年度の奈 

良大会から引き続き、知の社会実装が活発であることがあげられる。これは産 

学連携が実学の一つとして全国各地で期待され、大学の知が社会実装されてい 

る証左であると理解できる。また、開催地の秋田県の事例発表も多数行われた。 

今回の大会を契機として、将来にむけた秋田県内の産学連携活動が活発になる 

ことが期待される。 

 

 本年度の秋田大会は、新型コロナウィルスの影響を受け、当初の開催から幾 

度となく方針を変換したことで、会員の皆様の混乱を招いたことは痛恨の極み 

であり、この場を借りて陳謝申し上げる。それにもかかわらず、盛況のうちに 

開催にこぎ着けられたことはひとえに共催、後援、協賛を快諾頂いた皆様。座 

長をお引き受け下さった皆様。ご発表者の皆様。聴講者の皆様のご協力による 

ものと認識している。この場を借りて改めて大会事務局一同御礼を申し上げた 

い。そして、このような対応を行っても開催できたことは、これまでの産学連 



携学会大会の流れを作り上げてきた先人のお力によるものであり、大学経営の 

一翼の担う組織とそしてその重要性が認知されているからであると考える。深 

く敬意を表したい。本学会のますますの繁栄と継続を祈念し、第 18 回秋田大 

会の開催報告に変えさせて頂く。 

 

 

産学連携学会第 18 回大会実行委員会 

実行委員長：秋田大学理事・副学長 倉林徹 

                                   

                              以上 

 


